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日本パーソナリティ心理学会第 76回常任理事会議事録 

 

日時：平成 18年 8月 23日（水）18：00～20：35 

場所：東洋大学白山校舎 2号館第 1会議室 

出席者：杉山，安藤（寿），安藤（典），浮谷，川野，北村，黒沢，首藤，松田，村井 

事務局員：加藤 

委任：内山，菅原，文野，山崎 

議長：安藤（寿） 

 

1 各種委員会報告および審議 

 

①機関誌編集委員会（首藤委員長） 

＊第 15巻第 1号作業中。9月中に発行予定。 

採択済み原稿 

原 著 

大学生における友人関係の類型と，適応及び自己の諸側面の発達の関連について 

岡田努（金沢大学）    

受 稿：2006.2.27  受 理：2006.6.14 

対人恐怖傾向と自己愛傾向の共通構造としての自己概念の不安定性の検討 

川崎直樹（筑波大学大学院人間総合科学研究科）・小玉正博（筑波大学心理学系） 

受 稿：2006.1.10  受 理：2006.6.21 

重要他者に対する再確認傾向は抑うつ，不安，自尊心を変化させるのか：抑うつ特殊性仮説の検討 

勝谷紀子（日本学術振興会・日本大学）  

受 稿：2006.2.12  受 理：2006.7.31 

対人状況における対人不安の否定的な判断・解釈バイアスと自己注目との関連 

守谷順（東京大学大学院総合文化研究科）・佐々木淳（日本学術振興会・横浜国立大学）・丹野義
彦（東京大学大学院総合文化研究科）  

受 稿：2005.11.24     受 理：2006.8.9 

曖昧さへの態度の多次元構造の検討 －曖昧性耐性との比較を通して 

西村佐彩子（九州大学大学院人間環境学府 ）  

受 稿：2006.4.27  受 理：2006.8.22 

展 望 

社会的望ましさ尺度を用いた社会的望ましさ修正法：その妥当性と有効性 

登張真稲     

受 稿：2005.5.17  受 理：2006.8.11 

ショートレポート 

抽象物への関心と知覚反応検査における極端反応 

辻本英夫（大阪市立大学）   

受 稿：2006.5.8      受 理：2006.6.16 

 

＊ショートレポートについて 

「ショートレポート」掲載論文が「原著」等へ投稿された際の審査基準に関する内規 

１．ショートレポート掲載論文に加筆して，原著，資料，展望，討論の論文として，投稿すること

は認められているが，その際，下記の条件を満たすものとする。 

２．ショートレポート掲載論文で対象となった同一のデータについて同一の分析をするのではなく，

追加データをとった上で分析を行う，あるいは同一データであっても，再分析を行う。さらに，新

たな引用文献を加えるなどして考察の視点を大幅に変え，論文の内容をより発展させる。 
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３．ショートレポート掲載論文と同一の図表を用いること，パラグラフ単位で同一の文章を盛り込

むことは，避けなければならない。 

 

＊次期編集委員の選出 

 編集委員 7名不足。常任編集委員 6名不足。 

 現在選出中。 

 

＊チェックリストの検討が必要ではないか（安藤（典）） 

 

②広報委員会（安藤（典）担当常任理事） 

 ニューズレターNo.23について 大会終了後 10月下旬に発行予定 

 

③ インターネット運用委員会（山崎委員長） 

 

④経常的研究交流委員会（川野担当常任理事） 

 学会大会で開催する 3つの企画について報告された。 

 ・スポーツのコーチング 

 ・司法の場における個性 

 ・IAT（潜在連合テスト）について 

 

⑤大会活性化委員会（村井担当理事） 

 優秀大会発表賞について 

＊賞のタイトル：「優秀大会発表賞」と、前回と同じにする。 

 

＊受賞対象人数：合計６名。前回は，院生・学生会員による発表４名，一般会員による研究発表２

名だったが，得票数に大きな差がないこと，一般か院生かが必ずしも明確でないことなどの理由か

ら，身分を問わず，すべての発表の中から６件を選出する案に変更する。 

 受賞は，発表者だけではなく，連名者全員としてはいかがか（杉山）。 

  

賞状には，連名者すべての名前と表題を掲載することで決定。懇親会招待と，賞状は発表者のみ。 

 

＊賞品：次年度大会の懇親会への無料招待・賞状授与 

 

＊審査者：（2006 年度大会までの）理事および名誉会員（名誉会員を含むかどうかの意見が以前，

常任理事会であった。昨年は名誉会員を加えている。） 

 今年度は新旧理事・監事・名誉会員に投票権を与え，来年度からは，投票権を有するものについ

て検討することを決定した。 

 

＊論文集・投票用紙を事前送付（論文集をすでに購入された方については二冊になるがやむをえな

いであろう）。事前送付するものは，投票用紙（理事長印あるもの），投票のお願い（資料参照），論
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文集→事務局長が行う。 

 

＊投票用紙回収と集計：お帰りの際，箱に入れてもらう（事前に，大会準備委員会のほうに箱の準

備もお願いする。1日目でお帰りになる方のため，箱は 1日目から設置）。1日のみの審査の場合に

は，両日審査の場合の得点の１/２と換算する。 

 

＊前回の受賞者への懇親会招待の連絡と，賞状の準備→事務局長が行う。 

 

＊投票は 3件 

 

2 平成 17年度決算，平成 18年度予算（浮谷担当常任理事） 

 平成 17年度決算 収入 5,878768円，支出 6,192,672円。 

 承認された。 

 平成 18年度予算案 収入 7.054,749円，支出 7,054,749円 

 承認された。 

 

3 選挙（安藤（寿）選挙管理委員長） 

 新理事 

青柳 肇  安藤寿康  浮谷秀一  岡村一成  川野健治  北村英哉  佐藤達哉   

首藤敏元  菅原健介  菅原ますみ  杉山憲司  高比良美詠子  外島 裕  中村 真  

藤田主一  堀毛一也  松田英子  向田久美子  山崎晴美  渡邉芳之 

次点：柏木恵子，次々点：黒沢香 

 

監事：繁多（27票），手島（12票），次点：安藤（寿）→黒沢 

 

4 名誉会員推挙（北村事務局長） 

 山岡淳先生 

 推挙の基準：年齢及び学会への貢献 

 承認された。 

 

5 事務局報告（北村事務局長） 

①新入会審査 

 新入会希望者 5名。承認された。 

②会勢報告 

 現在：総数は，719名。 

③議事録について 

 第 75回議事録について承認された。 

 

6 その他 
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①国際連携（黒沢） 

 Association for Research in Personalityから，ニューズレターを発行し，そのニューズレター発

行の協賛をしてほしいとの要望があることが伝えられた。 

国際連携を進めることが承認され，具体的なことは適宜決定する。 

②大会開催校から 

 7日  10：00から 12：00 各種委員会の会議が可能である。 

  委員会の予定を大会へ報告してほしい。 

 

 

次回の新旧理事会は，平成 18年 9月 6日 16：00～ 

 


